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平成 15 年 春 フトヘナタリガイ確認範囲   （オルソ画像：平成 15 年８月 11 日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 15 年 夏 フトヘナタリガイ確認範囲   （オルソ画像：平成 15 年８月 11 日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 16 年 春 フトヘナタリガイ確認範囲   （オルソ画像：平成 16 年３月 10 日撮影） 

図 6-3-1-7(1) フトヘナタリガイ分布図（1/4） 

分布面積： 16,550ｍ２

分布面積： 20,092ｍ２

分布面積： 33,078ｍ２
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平成 16 年 夏 フトヘナタリガイ確認範囲  （オルソ画像：平成 16 年 10 月 14 日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 16 年 台風後 フトヘナタリガイ確認範囲 （オルソ画像：平成 16 年 11 月８日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 17 年 春 フトヘナタリガイ確認範囲   （オルソ画像：平成 17 年３月 14 日撮影） 

図 6-3-1-7(2) フトヘナタリガイ分布図（2/4） 

分布面積： 21,448ｍ２

分布面積： 36,789ｍ２

分布面積： 38,600ｍ２
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平成 17 年 夏 フトヘナタリガイ確認範囲   （オルソ画像：平成 17 年９月 30 日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 18 年 春 フトヘナタリガイ確認範囲   （オルソ画像：平成 18 年４月１日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 18 年 秋 フトヘナタリガイ確認範囲   （オルソ画像：平成 18 年 11 月１日撮影） 

図 6-3-1-7(3) フトヘナタリガイ分布図（3/4） 

分布面積： 39,837２ 

分布面積： 52,146ｍ２919

分布面積： 33,129ｍ２
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平成 19 年 春 フトヘナタリガイ確認範囲   （オルソ画像：平成 19 年４月 19 日撮影） 

 

平成 19 年 秋 フトヘナタリガイ確認範囲   （オルソ画像：平成 19 年 10 月 7 日撮影） 

 

平成 20 年 秋 フトヘナタリガイ確認範囲    （オルソ画像：平成 20 年 11 月 12 日撮影） 

図 6-3-1-7(4) フトヘナタリガイ分布図（4/4） 

分布面積： 34,602ｍ２

分布面積： 31,704ｍ２ 

分布面積： 17,354ｍ２
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平成 15 年 春 ヘナタリガイ確認範囲     （オルソ画像：平成 15 年８月 11 日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 15 年 夏 ヘナタリガイ確認範囲     （オルソ画像：平成 15 年８月 11 日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 16 年 春 ヘナタリガイ確認範囲     （オルソ画像：平成 16 年３月 10 日撮影） 

図 6-3-1-8(1) ヘナタリガイ分布図（1/4） 

分布面積： 66,627ｍ２

分布面積： 74,996ｍ２

分布面積： 43,377ｍ２
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平成 16 年 夏 ヘナタリガイ確認範囲    （オルソ画像：平成 16 年 10 月 14 日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 16 年 台風後 ヘナタリガイ確認範囲   （オルソ画像：平成 16 年 11 月８日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 17 年 春 ヘナタリガイ確認範囲     （オルソ画像：平成 17 年３月 14 日撮影） 

図 6-3-1-8(2) ヘナタリガイ分布図（2/4） 

分布面積： 33,077ｍ２

分布面積： 29,052ｍ２

分布面積： 45,755ｍ２
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平成 17 年 夏 ヘナタリガイ確認範囲     （オルソ画像：平成 17 年９月 30 日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 18 年 春 ヘナタリガイ確認範囲     （オルソ画像：平成 18 年４月１日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 18 年 秋 ヘナタリガイ確認範囲      （オルソ画像：平成 18 年 11 月１日撮影） 

図 6-3-1-8（3） ヘナタリガイ分布図（3/4） 

分布面積： 24,919ｍ２

分布面積： 22,390ｍ２919

分布面積： 6,507ｍ２ 
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平成 19 年 春 ヘナタリガイ確認範囲       （オルソ画像：平成 19 年４月 19 日撮影） 

 

平成 19 年 秋 ヘナタリガイ確認範囲      （オルソ画像：平成 19 年 10 月 7 日撮影） 

 

平成 20 年 秋 ヘナタリガイ確認範囲       （オルソ画像：平成 20 年 11 月 12 日撮影） 

図 6-3-1-8(4） ヘナタリガイ分布図（4/4） 

分布面積： 16,432ｍ２

分布面積： 22,667ｍ２

分布面積： 4,344ｍ２ 
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平成 15 年 春 ヒロクチカノコ確認範囲     （オルソ画像：平成 15 年８月 11 日撮影） 
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平成 15 年 夏 ヒロクチカノコガイ確認範囲  （オルソ画像：平成 15 年８月 11 日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 16 年 春 ヒロクチカノコガイ確認範囲   （オルソ画像：平成 16 年３月 10 日撮影） 

図 6-3-1-9(1) ヒロクチカノコガイ分布図（1/4） 

分布面積： 39,871ｍ２
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平成 16 年 夏 ヒロクチカノコガイ確認範囲   （オルソ画像：平成 16 年 10 月 14 日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 16 年 台風後 ヒロクチカノコガイ確認範囲 （オルソ画像：平成 16 年 11 月８日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 17 年 春 ヒロクチカノコガイ確認範囲   （オルソ画像：平成 17 年３月 14 日撮影） 

図 6-3-1-9(2) ヒロクチカノコガイ分布図（2/4） 

分布面積： 37,441ｍ２

分布面積： 43,725ｍ２

分布面積： 39,398ｍ２
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平成 17 年 夏 ヒロクチカノコガイ確認範囲  （オルソ画像：平成 17 年９月 30 日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 18 年 春 ヒロクチカノコガイ確認範囲  （オルソ画像：平成 18 年４月１日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 18 年 秋 ヒロクチカノコガイ確認範囲  （オルソ画像：平成 18 年 11 月１日撮影） 

図 6-3-1-9(3) ヒロクチカノコガイ分布図（3/4） 

分布面積： 38,551ｍ２

分布面積： 36,214ｍ２

分布面積： 25,242ｍ２
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平成 19 年 春 ヒロクチカノコガイ確認範囲  （オルソ画像：平成 19 年４月 19 日撮影） 

 

平成 19 年 秋 ヒロクチカノコガイ確認範囲 （オルソ画像：平成 19 年 10 月 7 日撮影） 

 

平成 20 年 秋 ヒロクチカノコガイ確認範囲 （オルソ画像：平成 20 年 11 月 12 日撮影） 

図 6-3-1-9(4) ヒロクチカノコガイ分布図（4/4） 

分布面積： 32,561ｍ２

分布面積： 29,448ｍ２

分布面積： 14,712ｍ２
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6-3-2  希少種の経年変化 

表 6-3-2-1 に希少種の経年変化を示す。 

平成 20 年度は多毛綱 2 種、腹足綱 9 種、二枚貝綱 7 種、甲殻綱 18 種、海鼠綱 2 種の合

計 38 種の希少種が確認された。 

新たに確認された希少種は二枚貝綱のユウシオガイ、オキナガイ、甲殻綱のヘイケガニ、

ノコギリガザミの 4種であった。 

平成 15 年度から平成 20 年度まで、全 55 種の希少種が確認され、内半数弱の 22 種が 5

年以上（ほぼ毎年）確認されている。 

なお、新規に確認された 4種と同様に、1年しか確認されなかった種は、ヒロオビヨフバ

イ、クリイロコミミガイ、アリソガイ、オチバガイ、ベンケイガニの 5種であった。 
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表 6-3-2-1 希少種の経年変化 

① ①’ ② ③ H15 H16 H17 H18 H19 H20
1 多毛 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ 希少種 ● ○
2 ﾑｷﾞﾜﾗﾑｼ 危険種 ○△ ○△ ○△

3 腹足 ｲｼﾏｷｶﾞｲ 絶滅危惧Ⅱ類 ○ ●
4 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺｶﾞｲ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅寸前種 ○ ○ ○ ○ ○
5 ﾏﾙｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ 危険種 ○ ○ ○ ○ ○
6 ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 準絶滅危惧 希少種 ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ 準絶滅危惧 危険種 ○ ○ ●
8 ﾜｶｳﾗﾂﾎﾞ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅寸前種 ○ ○ ○ ○
9 ｻｻﾞﾅﾐﾂﾎﾞ 希少種 ○ ○ ○
10 ﾑｼﾔﾄﾞﾘｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 危険種 ○ ○ ○
11 ﾖｼﾀﾞｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ 絶滅危惧Ⅱ類 危険種 ○ ○
12 ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 危険種 ○ ○ ○ ○ ○ ○
13 ｶﾜｱｲｶﾞｲ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 危険種 ● ○
14 ﾌﾄﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 危険種 ○ ○ ○ ○ ○ ○
15 ｱｶﾆｼ 準絶滅危惧 危険種 ○ ○
16 ﾋﾛｵﾋﾞﾖﾌﾊﾞｲ 絶滅寸前種 ○
17 ｸﾘｲﾛｺﾐﾐｶﾞｲ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 危険種 ○
18 二枚貝 ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ 準絶滅危惧 ○ ○ ○ ○
19 ﾏｺﾞｺﾛｶﾞｲ 絶滅寸前種 ○ ○ ○ ○
20 ｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶﾞｲ 準絶滅危惧 危険種 ○ ○
21 ﾊﾏｸﾞﾘ 危険種 ○ ○ ● ○ ○ ○
22 ｱﾘｿｶﾞｲ 絶滅寸前種 ○
23 ｵﾁﾊﾞｶﾞｲ 危険種 ○
24 ﾕｳｼｵｶﾞｲ 危険種 ○
25 ﾊﾅｸﾞﾓﾘｶﾞｲ 絶滅危惧Ⅱ類 危険種 ○ ○ ○ ○ ○ ○
26 ｸﾁﾊﾞｶﾞｲ 準絶滅危惧 ○ ○
27 ｸｼｹﾏｽｵｶﾞｲ 危険種 ○ ○ ○ ○ ○
28 ｵｵﾉｶﾞｲ 危険種 ○ ○
29 ｿﾄｵﾘｶﾞｲ 危険種 ○ ○ ○ ○ ○ ○
30 ｵｷﾅｶﾞｲ 危険種 ○
31 甲殻 ﾖｺﾔｱﾅｼﾞｬｺ 準絶滅危惧 ○ ○ ● ○ ○ ○
32 ﾆﾎﾝｽﾅﾓｸﾞﾘ 準絶滅危惧 ● ○ ○ ○
33 ﾍｲｹｶﾞﾆ 絶滅危惧Ⅰ類 ○
34 ﾏﾒｺﾌﾞｼｶﾞﾆ 絶滅危惧Ⅰ類 ○ ○ ● ○ ○ ○
35 ﾉｺｷﾞﾘｶﾞｻﾞﾐ 絶滅危惧Ⅰ類 ●※
36 ﾌﾀﾊﾋﾟﾝﾉ 絶滅寸前種 ○ ○ ○ ○
37 ｳﾓﾚﾏﾒｶﾞﾆ 現状不明種 ○ ○ ○ ○
38 ﾑﾂﾊｱﾘｱｹｶﾞﾆ 絶滅寸前種 ○ ○ ● ○ ○ ○
39 ｱﾘｱｹﾓﾄﾞｷ 希少種 ○ ○ ○ ○ ○
40 ｼｵﾏﾈｷ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅰ類 危険種 ○ ○ ○ ○ ○ ○
41 ﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 危険種 ○ ○ ○ ○ ○ ○
42 ﾄﾘｳﾐｱｶｲｿﾓﾄﾞｷ 危険種 ○ ○ ○ ○ ○
43 ﾊﾏｶﾞﾆ 絶滅危惧Ⅱ類 ○ ○ ○
44 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ 絶滅危惧Ⅱ類 ○ ○ ○ ○
45 ﾋﾒｱｼﾊﾗｶﾞﾆ 絶滅危惧Ⅱ類 ○ ○ ○ ○ ○
46 ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ 絶滅危惧Ⅱ類 ○ ○ ○ ○ ○ ○※
47 ﾋﾒｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ 絶滅寸前種 ○ ●
48 ｱｶﾃｶﾞﾆ 準絶滅危惧 ○ ○ ○ ○ ○
49 ｳﾓﾚﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ 希少種 ○ ○ ●
50 ﾕﾋﾞｱｶﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ 絶滅危惧Ⅱ類 ○ ○ ○ ○ ○ ○
51 ｸｼﾃｶﾞﾆ 絶滅危惧Ⅱ類 希少種 ○ ○ ○ ○ ○ ○
52 ﾌﾀﾊﾞｶｸｶﾞﾆ 絶滅危惧Ⅱ類 ○ ○ ○ ○※ ○
53 ﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ 絶滅危惧Ⅱ類 ○
54 海鼠 ｳﾁﾜｲｶﾘﾅﾏｺ 危険種 ○ ○
55 ﾄｹﾞｲｶﾘﾅﾏｺ 危険種 ○ ○

2 16 24 39 22 34 28 36 43 38
は平成１５年度から継続して確認されている種を示す。

△印で示したムギワラムシは棲管は確認出来たが、ムギワラムシ本体は採取されていない。また、※印は目視でのみ確認した種を示す
太字の種は今年度新たに確認された希少種を示す。
●印は底生生物調査では確認されず、同年に実施した魚類調査のみ確認された種を示す。

　　「哺乳類、汽水・淡水魚類、昆虫類、貝類、植物I及び植物IIのレッドリストの見直しについて・貝類」：環境省（2007年8月）

　　　準絶滅危惧    ＝徳島県において､現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」として上位

　　　　　　　　　　　ランクに移行する要素を有するもの。

　　絶滅寸前　＝人為の影響の如何に問わず、個体数が異常に減少し、放置すればやがて絶滅すると推定される種。

　　危険　　　＝絶滅に向けて進行しているとみなされる種、今すぐ絶滅という危機に瀕するということはないが、現状では
　　　　　　　　確実に絶滅の方向へ向かっていると判断されるもの。

　　希少    　＝特に絶滅を危惧されることはないが、もともと個体数が非常に少ない種。

　　現状不明　＝最近の生息の状況が乏しい種。

和名分類群

③「WWF　Japan　Science　Report　Vol3(日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状)」：WWF Japan（1996年）

　　　絶滅危惧Ⅱ類　＝徳島県において､絶滅の危機が増大している種。

②「徳島県の絶滅のおそれのある野生生物－徳島県版レッドデータブック－」：徳島県（2001年）

①　「改訂日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－　・甲殻類等」：環境省（2006年2月）

　　準絶滅危惧　＝現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する要素を有するもの

　　　絶滅危惧Ⅰ類　＝徳島県において､絶滅の危機に瀕している種。

合計

No. 選定状況 調査年度

①’「鳥類、爬虫類、両生類及びその他無脊椎動物のレッドリストの見直しについて・その他無脊椎動物」：環境省（2006年12月）

　　準絶滅危惧　＝現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する要素を有するもの

　　絶滅危惧Ⅰ類　＝絶滅の危機に瀕している種

　　絶滅危惧Ⅱ類　＝絶滅の危険が増大している種
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6-3-3  出現種の経年変化 

表 6-3-3-1 に出現種の経年変化を星取表で示す。 

なお、出現種の計数に当たっては、表 6-3-3-1 の全年度の出現種リストを元に計数し、

同定が門～属止まりの種については、他の調査年度であっても同門～同属の生物で種レベ

ルまで確認されている場合は、出現種として計数しなかった。このため、平成 20 年度の確

認種類数は、6-2-2 に示した種類数より少ない値となっている。 

 

経年的な種類数の変化は、調査項目、調査地点等が多くなった平成 18 年度以降は 150 種

以上確認され、平成 17 年度以前より多くなっていた。 

平成 20 年度は秋季のみ調査が行われ、平成 18、19 年度より調査回数は少なかったもの

の、種類数は平成 19 年度と大差無い種類数が確認された（平成 19 年度 205 種、平成 20 年

度 201 種）。 

また、経年的な出現種の傾向としては、平成 15 年度から継続して節足動物門、環形動物

門、軟体動物門が多数確認され、顕著な変化は認められなかった。 

なお、指標種は概ね継続して確認されているが、平成 20 年度はイトメ、ホソウミニナが

確認出来なかった。 
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表 6-3-3-1(1) 出現種の経年変化   （１／１１） 
分類群 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度

門 綱 目 科 和名 学名 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種
1 刺胞動物 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 Edwardsiidae ○
- 刺胞動物 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ － ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 Actiniaria ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 刺胞動物 花虫 海鰓 ｳﾐｻﾎﾞﾃﾝ ｳﾐｻﾎﾞﾃﾝ Cavernularia obesa ○
3 刺胞動物 花虫 ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ科 Cerianthidae ○
4 扁形動物 渦虫 多岐腸 － 多岐腸目 Polycladida ○ ○ ○ ○
5 紐形動物 ﾋﾓﾑｼ ﾎｿﾋﾓﾑｼ ｹﾌｧﾛﾂﾘｯｸｽ ｹﾌｧﾛﾂﾘｯｸｽ科 Cephalothrichidae ○
6 紐形動物 ﾋﾓﾑｼ ﾂﾌﾞﾗﾇｽ － ﾂﾌﾞﾗﾇｽ目 Palaeonemertea ○
7 紐形動物 ﾋﾓﾑｼ ﾋﾓﾑｼ ﾘﾈｳｽ ﾘﾈｳｽ科 Lineidae ○ ○ ○
8 紐形動物 ﾊﾘﾋﾓﾑｼ ﾊﾘﾋﾓﾑｼ ｱﾑﾌｨﾎﾟｰﾙｽ － Zygonemertes sp. ○
- 紐形動物 ﾊﾘﾋﾓﾑｼ ﾊﾘﾋﾓﾑｼ － ﾊﾘﾋﾓﾑｼ目 Hoplonemertea ○ ○ ○
- 紐形動物 － － － 紐形動物門 Nemertinea ○ ○ ○ ○ ○
9 星口動物 ｽｼﾞﾎｼﾑｼ ﾌｸﾛﾎｼﾑｼ ｽｼﾞﾎｼﾑｼ ｸﾛﾎｼﾑｼ Thysanocardia nigra ○ ○ ○
- 星口動物 － － － 星口動物門 Sipuncula ○ ○ ○
10 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｳﾛｺﾑｼ － Harmothoe sp. ○ ○
- 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｳﾛｺﾑｼ ｳﾛｺﾑｼ科 Polynoidae ○ ○
11 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ － Sthenelais sp. ○ ○
12 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ － Sthenolepis sp. ○ ○
- 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ科 Sigalionidae ○
13 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ － Anaitides sp. ○ ○ ○
14 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ － Eteone sp. ○ ○ ○ ○ ○
15 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ － Eumida sp. ○ ○
16 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ － Phyllodoce sp. ○
- 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 Phyllodocidae ○ ○
17 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｶｷﾞｺﾞｶｲ ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ Sigambra phuketensis ○
- 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｶｷﾞｺﾞｶｲ － Sigambra  sp. ○ ○ ○
- 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｶｷﾞｺﾞｶｲ ｶｷﾞｺﾞｶｲ科 Pilargidae ○
18 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｶｷﾞｱｼｺﾞｶｲ ｶｷﾞｱｼｺﾞｶｲ Paralacydonia paradoxa ○
19 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ － Ophiodromus sp. ○
20 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ － Gyptis sp. ○ ○ ○
21 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｼﾘｽ ｼﾘｽ亜科 Syllinae ○
22 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｺﾞｶｲ － Leonnates sp. ○
23 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｺﾞｶｲ ｺｹｺﾞｶｲ Ceratonereis erythraeensis ○ ○ ○ ○ ○ ○
24 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｺﾞｶｲ ﾔﾏﾄｶﾜｺﾞｶｲ Hediste diadroma ○ ○
- 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｺﾞｶｲ － Hediste sp. ○ ○ ○
25 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｺﾞｶｲ ｽﾅｲｿｺﾞｶｲ Perinereis nuntia brevicirris ○ ○
26 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｺﾞｶｲ ｲｼｲｿｺﾞｶｲ Perinereis nuntia var.vallata ○
27 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｺﾞｶｲ ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ Nectoneanthes latipoda ○ ○ ○ ○ ○
28 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｺﾞｶｲ ﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ Platynereis bicanaliculata ○ ○
29 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｺﾞｶｲ ｲﾄﾒ Tylorrhynchus heterochaetus ○ ○ ○
- 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｺﾞｶｲ ｺﾞｶｲ科 Nereidae ○

№

 
 注１：同定結果が属や科止まりの種については、過去にその属や科の生物が出現していない場合のみ１種として計数した。 

注２：指標種は水色で示した。 
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表 6-3-3-1(2) 出現種の経年変化   （２／１１） 
分類群 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度

門 綱 目 科 和名 学名 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種
30 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ ﾄｳﾖｳｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Aglaophamus sinensis ○ ○
- 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ － Aglaophamus sp. ○
31 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ ｺｸﾁｮｳｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys californiensis ○
32 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ ﾐﾅﾐｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys polybranchia ○ ○ ○
33 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ ｺﾉﾊｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys oligobranchia ○ ○ ○
- 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ － Nephtys sp. ○ ○ ○ ○
34 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ﾁﾛﾘ ﾁﾛﾘ Glycera subaenea ○
- 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ﾁﾛﾘ － Glycera sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
35 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ﾆｶｲﾁﾛﾘ － Glycinde sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
36 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ﾆｶｲﾁﾛﾘ － Goniada sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
37 環形動物 多毛 ｲｿﾒ ｲｿﾒ － Marphysa sp. ○
38 環形動物 多毛 ｲｿﾒ ｲｿﾒ － Lysidice sp. ○
39 環形動物 多毛 ｲｿﾒ ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Scoletoma longifolia ○ ○
40 環形動物 多毛 ｲｿﾒ ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ ｺｱｼｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Lumbrineris nipponica ○ ○ ○
41 環形動物 多毛 ｲｿﾒ ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ ｱｼﾅｶﾞｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Lumbrineris longifolia ○ ○ ○
- 環形動物 多毛 ｲｿﾒ ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ － Lumbrineris sp. ○ ○ ○
42 環形動物 多毛 ｲｿﾒ ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ － Scoletoma sp. ○
43 環形動物 多毛 ｲｿﾒ ﾅﾅﾃｲｿﾒ ｽｺﾞｶｲｲｿﾒ Diopatra bilobata ○ ○ ○
44 環形動物 多毛 ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ ﾅｶﾞﾎｺﾑｼ Haploscoloplos elongatus ○ ○
45 環形動物 多毛 ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ － Scoloplos  sp. ○ ○
46 環形動物 多毛 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ ｹﾝｻｷｽﾋﾟｵ Aonides oxycephala ○ ○ ○ ○
- 環形動物 多毛 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ － Aonides sp. ○ ○
47 環形動物 多毛 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ ﾔﾏﾄｽﾋﾟｵ Prionospio japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○
48 環形動物 多毛 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ ﾌﾀｴﾗｽﾋﾟｵ Prionospio sexoculata ○
49 環形動物 多毛 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ ｲﾄｴﾗｽﾋﾟｵ Prionospio pulchra ○ ○ ○
50 環形動物 多毛 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ ｴｰﾚﾙｼｽﾋﾟｵ Prionospio ehlersi ○
51 環形動物 多毛 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ ｿﾃﾞﾅｶﾞｽﾋﾟｵ Prionospio depauperata ○
- 環形動物 多毛 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ － Prionospio sp. ○ ○ ○
52 環形動物 多毛 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ － Boccardiella sp. ○
53 環形動物 多毛 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ － Pseudopolydora sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
54 環形動物 多毛 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ － Paraprionospio sp.TypeA ○ ○ ○
55 環形動物 多毛 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ － Polydora  sp. ○ ○ ○
56 環形動物 多毛 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ － Rhynchospio sp. ○ ○ ○
57 環形動物 多毛 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ － Scolelepis  sp. ○ ○ ○
58 環形動物 多毛 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ － Spio sp. ○
59 環形動物 多毛 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ ｴﾗﾅｼｽﾋﾟｵ Spiophanes bombyx ○ ○
- 環形動物 多毛 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ － Spiophanes sp. ○
- 環形動物 多毛 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ科 Spionidae ○ ○ ○ ○
60 環形動物 多毛 ｽﾋﾟｵ ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ Magelona japonica ○ ○ ○
- 環形動物 多毛 ｽﾋﾟｵ ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ － Magelona sp. ○

№

 
 注１：同定結果が属や科止まりの種については、過去にその属や科の生物が出現していない場合のみ１種として計数した。 

注２：指標種は水色で示した。 
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表 6-3-3-1(3) 出現種の経年変化   （３／１１） 
分類群 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度

門 綱 目 科 和名 学名 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種
61 環形動物 多毛 ｽﾋﾟｵ ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ Chaetopterus variopedatus ○ ○
62 環形動物 多毛 ｽﾋﾟｵ ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ ﾑｷﾞﾜﾗﾑｼ Mesochaetopterus japonicus ○ ○ ○
63 環形動物 多毛 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Cirriformia tentaculata ○ ○ ○
64 環形動物 多毛 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ － Chaetozone sp. ○ ○
65 環形動物 多毛 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ － Tharyx sp. ○ ○ ○
- 環形動物 多毛 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ科 Cirratulidae ○
66 環形動物 多毛 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ﾋﾒｴﾗｺﾞｶｲ － Aricidea sp. ○
67 環形動物 多毛 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ﾎﾟｴｷﾛｷｰﾀｽ － Poecilochaetus sp. ○
68 環形動物 多毛 ﾋﾄｴﾗｺﾞｶｲ ﾋﾄｴﾗｺﾞｶｲ － Cossura sp. ○ ○ ○
69 環形動物 多毛 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ Sternaspis scutata ○ ○ ○
70 環形動物 多毛 ｲﾄｺﾞｶｲ ｲﾄｺﾞｶｲ － Capitella capitata ○
- 環形動物 多毛 ｲﾄｺﾞｶｲ ｲﾄｺﾞｶｲ － Capitella sp. ○ ○
71 環形動物 多毛 ｲﾄｺﾞｶｲ ｲﾄｺﾞｶｲ － Heteromastus sp. ○ ○ ○ ○ ○
72 環形動物 多毛 ｲﾄｺﾞｶｲ ｲﾄｺﾞｶｲ － Mediomastus sp. ○ ○ ○ ○
73 環形動物 多毛 ｲﾄｺﾞｶｲ ｲﾄｺﾞｶｲ － Notomastus sp. ○ ○ ○
- 環形動物 多毛 ｲﾄｺﾞｶｲ ｲﾄｺﾞｶｲ ｲﾄｺﾞｶｲ科 Capitellidae ○ ○ ○
74 環形動物 多毛 ｲﾄｺﾞｶｲ ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ科 Maldanidae ○ ○ ○
75 環形動物 多毛 ﾁﾏｷｺﾞｶｲ ﾁﾏｷｺﾞｶｲ ﾁﾏｷｺﾞｶｲ Owenia fusiformis ○
76 環形動物 多毛 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ － Armandia sp. ○
77 環形動物 多毛 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ － Euzonus  sp. ○ ○ ○
78 環形動物 多毛 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ － Travisia sp. ○
79 環形動物 多毛 ﾌｻｺﾞｶｲ ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ Lagis bocki ○ ○
80 環形動物 多毛 ﾌｻｺﾞｶｲ ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ － Pectinaria sp. ○
- 環形動物 多毛 ﾌｻｺﾞｶｲ ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ科 Pectinariidae ○ ○
81 環形動物 多毛 ﾌｻｺﾞｶｲ ｶﾝﾑﾘｺﾞｶｲ － Idanthyrsus sp. ○
82 環形動物 多毛 ﾌｻｺﾞｶｲ ﾌｻｺﾞｶｲ － Lysilla sp. ○ ○ ○
83 環形動物 多毛 ﾌｻｺﾞｶｲ ﾌｻｺﾞｶｲ － Amaeana sp. ○ ○ ○
84 環形動物 多毛 ﾌｻｺﾞｶｲ ﾌｻｺﾞｶｲ － Amphitrite sp. ○
85 環形動物 多毛 ﾌｻｺﾞｶｲ ﾌｻｺﾞｶｲ － Nicolea sp. ○ ○
86 環形動物 多毛 ﾌｻｺﾞｶｲ ﾌｻｺﾞｶｲ － Lanice sp. ○
- 環形動物 多毛 ﾌｻｺﾞｶｲ ﾌｻｺﾞｶｲ ﾌｻｺﾞｶｲ科(ｱﾝﾌｨﾄﾘﾃ亜科) Amphitritinae ○
- 環形動物 多毛 ﾌｻｺﾞｶｲ ﾌｻｺﾞｶｲ ﾌｻｺﾞｶｲ科(ﾎﾟﾘｷﾙｽ亜科) Polycirrinae ○
- 環形動物 多毛 ﾌｻｺﾞｶｲ ﾌｻｺﾞｶｲ ﾌｻｺﾞｶｲ科 Terebellidae ○ ○
87 環形動物 多毛 ｹﾔﾘ ｹﾔﾘ － Chone sp. ○ ○ ○ ○
88 環形動物 多毛 ｹﾔﾘ ｹﾔﾘ － Euchone sp. ○ ○
89 環形動物 多毛 ｹﾔﾘ ｹﾔﾘ － Pseudopotamilla sp. ○
90 環形動物 多毛 ｹﾔﾘ ｹﾔﾘ － Potamilla sp. ○ ○ ○
- 環形動物 多毛 ｹﾔﾘ ｹﾔﾘ ｹﾔﾘ科 Sabellidae ○ ○ ○
91 環形動物 多毛 ｹﾔﾘ ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ｶﾆﾔﾄﾞﾘｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ Ficopomatus enigmaticus ○
92 環形動物 貧毛 ﾅｶﾞﾐﾐｽﾞ ﾌﾄﾐﾐｽﾞ ｲｿﾐﾐｽﾞ Pontodrilus matsushimensis ○ ○

№

 
 注１：同定結果が属や科止まりの種については、過去にその属や科の生物が出現していない場合のみ１種として計数した。 

注２：太字は希少種を示す。また、指標種は水色で示した。 
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表 6-3-3-1(4) 出現種の経年変化   （４／１１） 
分類群 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度

門 綱 目 科 和名 学名 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種
- 環形動物 貧毛 ﾅｶﾞﾐﾐｽﾞ ﾌﾄﾐﾐｽﾞ － Pontodrilus sp. ○
93 触手動物 箒虫 箒虫 ﾎｳｷﾑｼ － Phoronis sp. ○ ○ ○
94 軟体動物 腹足 原始腹足 ﾘｭｳﾃﾝｻｻﾞｴ － Homalopoma sp. ○
95 軟体動物 腹足 原始腹足 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ ｷｻｺﾞ Umbonium costatum ○ ○
96 軟体動物 腹足 原始腹足 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ ｲｼﾏｷｶﾞｲ Clithon retropictus ○ ○
97 軟体動物 腹足 原始腹足 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ ﾋﾛｸﾁｶﾉｺｶﾞｲ Neritina cornucopia ○ ○ ○ ○ ○
98 軟体動物 腹足 中腹足 ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ ﾏﾙｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ Littoraria articulata ○ ○ ○ ○ ○
99 軟体動物 腹足 中腹足 ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ Littorina brevicula ○ ○
100 軟体動物 腹足 中腹足 ﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ Stenothyra edogawaensis ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 軟体動物 腹足 中腹足 ﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ － Stenothyra sp. ○

101 軟体動物 腹足 中腹足 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ Crepidula onyx ○ ○
102 軟体動物 腹足 中腹足 ﾀﾏｶﾞｲ ﾂﾒﾀｶﾞｲ Glossaulax didyma ○ ○ ○
- 軟体動物 腹足 中腹足 ﾀﾏｶﾞｲ ﾀﾏｶﾞｲ科 Noticidae ○ ○

103 軟体動物 腹足 中腹足 ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ Iravadia elegantula ○ ○ ○
104 軟体動物 腹足 中腹足 ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ ﾜｶｳﾗﾂﾎﾞ Iravadia sakaguchii ○ ○ ○ ○
105 軟体動物 腹足 中腹足 ｻｻﾞﾅﾐﾂﾎﾞ ｻｻﾞﾅﾐﾂﾎﾞ Elachisina ziczac ○ ○ ○
106 軟体動物 腹足 中腹足 ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ Assiminea japonica ○ ○ ○
107 軟体動物 腹足 中腹足 ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ ﾑｼﾔﾄﾞﾘｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ Assiminea parasitologica ○ ○ ○
108 軟体動物 腹足 中腹足 ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ ｸﾘｲﾛｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ Angustassiminea castanea ○ ○ ○
109 軟体動物 腹足 中腹足 ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ ﾖｼﾀﾞｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ Angustassiminea yoshidayukioi ○ ○
110 軟体動物 腹足 中腹足 ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ ﾋﾗﾄﾞｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ Assiminea hiradoensis ○ ○ ○
- 軟体動物 腹足 中腹足 ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ属 Assiminea spp. ○ ○ ○
- 軟体動物 腹足 中腹足 ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ科 Assimineidae ○ ○ ○ ○ ○

111 軟体動物 腹足 中腹足 ﾘｿﾂﾎﾞ ﾘｿﾂﾎﾞ科 Rissoidae ○
112 軟体動物 腹足 中腹足 ｳﾐﾆﾅ ﾎｿｳﾐﾆﾅ Batillaria cumingii ○ ○ ○ ○
- 軟体動物 腹足 中腹足 ｳﾐﾆﾅ ｳﾐﾆﾅ科 Batillariidae ○

113 軟体動物 腹足 中腹足 ﾌﾄﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ Cerithidea cingulata ○ ○ ○ ○ ○ ○
114 軟体動物 腹足 中腹足 ﾌﾄﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ ｶﾜｱｲｶﾞｲ Cerithidea djadjariensis ○ ○
115 軟体動物 腹足 中腹足 ﾌﾄﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ ﾌﾄﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ Cerithidea rhizophorarum ○ ○ ○ ○ ○ ○
116 軟体動物 腹足 中腹足 ｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ ｼﾏﾊﾏﾂﾎﾞ Australaba picta ○
117 軟体動物 腹足 異腹足 ｲﾄｶｹｶﾞｲ ｲﾄｶｹｶﾞｲ科 Epitoniidae ○
118 軟体動物 腹足 新腹足 ｱｸｷｶﾞｲ ｱｶﾆｼ Rapana thomasiana ○ ○
- 軟体動物 腹足 新腹足 ｱｸｷｶﾞｲ ｱｸｷｶﾞｲ科 Muricidae ○ ○

119 軟体動物 腹足 新腹足 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ ﾑｷﾞｶﾞｲ Mitrella bicincta ○
120 軟体動物 腹足 新腹足 ﾑｼﾛｶﾞｲ ｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲ Reticunassa festiva ○ ○ ○ ○ ○ ○
121 軟体動物 腹足 新腹足 ﾑｼﾛｶﾞｲ ｷﾇﾎﾞﾗ Reticunassa japonica ○
122 軟体動物 腹足 新腹足 ﾑｼﾛｶﾞｲ ﾋﾒﾑｼﾛｶﾞｲ Reticunassa multigranosa ○
- 軟体動物 腹足 新腹足 ﾑｼﾛｶﾞｲ ﾋﾒﾑｼﾛ属 Reticunassa sp. ○

123 軟体動物 腹足 新腹足 ﾑｼﾛｶﾞｲ ﾋﾛｵﾋﾞﾖﾌﾊﾞｲ Zeuxis succinctus ○
- 軟体動物 腹足 新腹足 ﾑｼﾛｶﾞｲ ﾑｼﾛｶﾞｲ科(ｵﾘｲﾚﾖﾌﾊﾞｲ科) Nassariidae ○

№

 
 注１：同定結果が属や科止まりの種については、過去にその属や科の生物が出現していない場合のみ１種として計数した。 

注２：太字は希少種を示す。また、指標種は水色で示した。 
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表 6-3-3-1(5) 出現種の経年変化   （５／１１） 
分類群 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度

門 綱 目 科 和名 学名 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種
124 軟体動物 腹足 腸紐 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科 Pyramidellidae ○ ○
125 軟体動物 腹足 頭楯 ﾍｺﾐﾂﾗﾗｶﾞｲ ﾍｺﾐﾂﾗﾗｶﾞｲ科 Retusidae ○ ○
126 軟体動物 腹足 頭楯 ｽｲﾌｶﾞｲ ｽｲﾌｶﾞｲ科 Cylichnidae ○ ○ ○ ○
127 軟体動物 腹足 頭楯 ｷｾﾜﾀｶﾞｲ ｷｾﾜﾀｶﾞｲ Philine argentata ○ ○ ○
128 軟体動物 腹足 頭楯 ｷｾﾜﾀｶﾞｲ ﾖｺﾔﾏｷｾﾜﾀ Yokoyamaia ornatissima ○
129 軟体動物 腹足 頭楯 ﾍｺﾐﾂﾗﾗｶﾞｲ ﾏﾂｼﾏｺﾒﾂﾌﾞ Retusa matsusima ○ ○ ○
- 軟体動物 腹足 頭楯 － 頭楯目 Cephalaspidea ○

130 軟体動物 腹足 無楯 ｱﾒﾌﾗｼ ﾄｹﾞｱﾒﾌﾗｼ Bursatella leachii ○
131 軟体動物 腹足 背楯 ｶﾒﾉｺﾌｼｴﾗｶﾞｲ ｳﾐﾌｸﾛｳ Pleurobranchaea japonica ○
132 軟体動物 腹足 基眼 ｵｶﾐﾐｶﾞｲ ｸﾘｲﾛｺﾐﾐｶﾞｲ Laemodonta siamensis ○
133 軟体動物 二枚貝 ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ科 Arcidae ○
134 軟体動物 二枚貝 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ Musculista senhousia ○ ○ ○ ○ ○ ○
135 軟体動物 二枚貝 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ Xenostrobus securis ○ ○ ○ ○
136 軟体動物 二枚貝 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ ﾊﾎﾞｳｷｶﾞｲ ﾊﾎﾞｳｷｶﾞｲ科 Pinnidae ○
137 軟体動物 二枚貝 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ ﾐﾉｶﾞｲ ﾕｷﾐﾉｶﾞｲ属 Limaria sp. ○
138 軟体動物 二枚貝 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ ﾏｶﾞｷ Crassostrea gigas ○ ○ ○ ○ ○
- 軟体動物 二枚貝 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 Ostreidae ○

139 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｼｼﾞﾐ ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ Corbicula japonica ○ ○ ○ ○
- 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｼｼﾞﾐ ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ属 Corbicula sp. ○ ○ ○

140 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｳﾛｺｶﾞｲ ｳﾛｺｶﾞｲ科 Galeommatidae ○
141 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏｺﾞｺﾛｶﾞｲ ﾏｺﾞｺﾛｶﾞｲ Peregrinamor ohshimai ○ ○ ○ ○
142 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｹｼﾄﾘｶﾞｲ ｹｼﾄﾘｶﾞｲ Alvenius ojianus ○ ○
143 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾌﾅｶﾞﾀｶﾞｲ ｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶﾞｲ Trapezium liratum ○ ○
144 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾌﾞﾝﾌﾞｸﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ ﾌﾞﾝﾌﾞｸﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ科 Montacutidae ○ ○ ○
145 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｻﾞﾙｶﾞｲ ﾄﾘｶﾞｲ Fulvia mutica ○
146 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｻﾞﾙｶﾞｲ ﾁｺﾞﾄﾘｶﾞｲ Fulvia hungerfordi ○ ○ ○
147 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾋﾒｶﾉｺｱｻﾘ Veremolpa micra ○ ○
148 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｶｶﾞﾐｶﾞｲ Phacosoma japonicum ○ ○ ○ ○
149 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｱｻﾘ Ruditapes philippinarum ○ ○ ○ ○ ○ ○
150 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｺﾀﾏｶﾞｲ Gomphina melanaegis ○ ○ ○ ○
151 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｵｷｱｻﾘ Gomphina semicancellata ○ ○
- 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾌｷｱｹﾞｱｻﾘ属 Gomphina sp. ○

152 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾊﾏｸﾞﾘ Meretrix lusoria ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾊﾏｸﾞﾘ属 Meretrix sp. ○ ○ ○ ○

153 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｵｷｼｼﾞﾐ Cyclina sinensis ○ ○ ○ ○ ○ ○
154 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｲﾖｽﾀﾞﾚ Paphia undulata ○ ○ ○
- 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ科 Veneridae ○ ○

155 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾊﾞｶｶﾞｲ ｱﾘｿｶﾞｲ Coelomactra antiquata ○
156 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾊﾞｶｶﾞｲ ﾊﾞｶｶﾞｲ Mactra chinensis ○ ○ ○ ○ ○
157 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾊﾞｶｶﾞｲ ｼｵﾌｷｶﾞｲ Mactra veneriformis ○

№

 
 注１：同定結果が属や科止まりの種については、過去にその属や科の生物が出現していない場合のみ１種として計数した。 

注２：太字は希少種を示す。また、指標種は水色で示した。 
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表 6-3-3-1(6) 出現種の経年変化   （６／１１） 
分類群 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度

門 綱 目 科 和名 学名 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種
- 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾊﾞｶｶﾞｲ ﾊﾞｶｶﾞｲ属 Mactra sp. ○

158 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾊﾞｶｶﾞｲ ﾁﾖﾉﾊﾅｶﾞｲ Raetellops pulchellus ○ ○ ○ ○
- 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾊﾞｶｶﾞｲ ﾊﾞｶｶﾞｲ科 Mactridae ○

159 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾌｼﾞﾉﾊﾅｶﾞｲ ﾌｼﾞﾉﾊﾅｶﾞｲ Chion semigranosa ○ ○ ○ ○
160 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｼｵｻｻﾞﾅﾐｶﾞｲ ｲｿｼｼﾞﾐ Nuttallia japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○
161 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｼｵｻｻﾞﾅﾐｶﾞｲ ｵﾁﾊﾞｶﾞｲ Psammotaea virescens ○
- 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｼｵｻｻﾞﾅﾐｶﾞｲ ﾏｽｵｶﾞｲ属 Psammotaea sp. ○
- 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｼｵｻｻﾞﾅﾐｶﾞｲ ｼｵｻｻﾞﾅﾐｶﾞｲ科 Psammobiidae ○

162 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｱｻｼﾞｶﾞｲ ｼｽﾞｸｶﾞｲ Theora fragilis ○ ○ ○ ○ ○
163 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾆｯｺｳｶﾞｲ ﾋﾒｼﾗﾄﾘｶﾞｲ Macoma incongrua ○ ○ ○
- 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾆｯｺｳｶﾞｲ ｼﾗﾄﾘｶﾞｲ属 Macoma sp. ○

164 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾆｯｺｳｶﾞｲ ﾕｳｼｵｶﾞｲ Moerella rutila ○
- 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾆｯｺｳｶﾞｲ ﾓﾓﾉﾊﾅｶﾞｲ属 Moerella sp. ○

165 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾆｯｺｳｶﾞｲ ｻｸﾗｶﾞｲ Nitidotellina nitidula ○ ○
166 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾊﾅｸﾞﾓﾘｶﾞｲ ﾊﾅｸﾞﾓﾘｶﾞｲ Glauconome chinensis ○ ○ ○ ○ ○ ○
167 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾁﾄﾞﾘﾏｽｵｶﾞｲ ｸﾁﾊﾞｶﾞｲ Coecella chinensis ○ ○
168 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏﾃｶﾞｲ ﾐｿﾞｶﾞｲ Siliqua pulchella ○ ○
169 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏﾃｶﾞｲ ﾏﾃｶﾞｲ Solen strictus ○ ○ ○ ○ ○
- 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏﾃｶﾞｲ ﾏﾃｶﾞｲ属 Solen sp. ○ ○

170 軟体動物 二枚貝 ｵｵﾉｶﾞｲ ｵｵﾉｶﾞｲ ｸｼｹﾏｽｵｶﾞｲ Venatomya truncata ○ ○ ○ ○ ○
171 軟体動物 二枚貝 ｵｵﾉｶﾞｲ ｵｵﾉｶﾞｲ ｵｵﾉｶﾞｲ Mya arenaria oonogai ○ ○
172 軟体動物 二枚貝 ｵｵﾉｶﾞｲ ﾆｵｶﾞｲ ｶﾓﾒｶﾞｲﾓﾄﾞｷ Martesia striata ○
173 軟体動物 二枚貝 ｳﾐﾀｹｶﾞｲﾓﾄﾞｷ ｵｷﾅｶﾞｲ ｿﾄｵﾘｶﾞｲ Laternula marilina ○ ○ ○ ○ ○ ○
174 軟体動物 二枚貝 ｳﾐﾀｹｶﾞｲﾓﾄﾞｷ ｵｷﾅｶﾞｲ ｵｷﾅｶﾞｲ Laternula anatina ○
175 節足動物 甲殻 完胸 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanus amphitrite ○
176 節足動物 甲殻 完胸 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanus trigonus ○
177 節足動物 甲殻 完胸 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanus albicostatus ○ ○ ○
178 節足動物 甲殻 完胸 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ドﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanus kondakovi ○ ○
179 節足動物 甲殻 完胸 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｱﾒﾘｶﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanus eburneus ○ ○ ○
180 節足動物 甲殻 完胸 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanus improvisus ○ ○
181 節足動物 甲殻 ｺﾉﾊｴﾋﾞ ｺﾉﾊｴﾋﾞ ｺﾉﾊｴﾋﾞ Nebalia japanensis ○ ○
182 節足動物 甲殻 ｱﾐ ｱﾐ ﾅﾐﾌｸﾛｱﾐ Archaeomysis japonica ○ ○ ○ ○
- 節足動物 甲殻 ｱﾐ ｱﾐ ｱﾙｹｵﾐｼｽ属 Archaeomysis sp. ○ ○

183 節足動物 甲殻 ｱﾐ ｱﾐ ｸﾛｲｻｻﾞｱﾐ Neomysis awatschensis ○ ○
- 節足動物 甲殻 ｱﾐ ｱﾐ ｲｻｻﾞｱﾐ属 Neomysis sp. ○ ○
- 節足動物 甲殻 ｱﾐ ｱﾐ ｱﾐ科 Mysidae ○

184 節足動物 甲殻 ｸｰﾏ ｸｰﾏ ｸｰﾏ属 Diastylis sp. ○
185 節足動物 甲殻 ｸｰﾏ ｸｰﾏ ｻｻﾞﾅﾐｸｰﾏ属 Dimorphostylis sp. ○ ○ ○ ○ ○
- 節足動物 甲殻 ｸｰﾏ ｸｰﾏ ｸｰﾏ科 Diastylidae ○

186 節足動物 甲殻 等脚 ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ属 Cyathura sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○

№

 
 注１：同定結果が属や科止まりの種については、過去にその属や科の生物が出現していない場合のみ１種として計数した。 

注２：太字は希少種を示す。また、指標種は水色で示した。 
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表 6-3-3-1(7) 出現種の経年変化   （７／１１） 
分類群 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度

門 綱 目 科 和名 学名 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種
- 節足動物 甲殻 等脚 ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ科 Anthuridae ○

187 節足動物 甲殻 等脚 ﾍﾗﾑｼ ﾎｿﾍﾗﾑｼ Cleantoides planicauda ○
188 節足動物 甲殻 等脚 ﾍﾗﾑｼ ﾜﾗｼﾞﾍﾗﾑｼ属 Synidotea sp. ○
189 節足動物 甲殻 等脚 ｽﾅﾎﾘﾑｼ ﾅｷﾞｻｽﾅﾎﾘﾑｼ属 Eurydice sp. ○ ○ ○ ○ ○
190 節足動物 甲殻 等脚 ｽﾅﾎﾘﾑｼ ﾋﾒｽﾅﾎﾘﾑｼ Excirolana chiltoni ○ ○ ○ ○ ○ ○
191 節足動物 甲殻 等脚 ｺﾂﾌﾞﾑｼ ﾅﾅﾂﾊﾞｺﾂﾌﾞﾑｼ Sphaeroma sieboldii ○ ○ ○
- 節足動物 甲殻 等脚 ｺﾂﾌﾞﾑｼ ｺﾂﾌﾞﾑｼ属 Sphaeroma sp. ○

192 節足動物 甲殻 等脚 ｺﾂﾌﾞﾑｼ ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ Dynoides dentisinus ○
193 節足動物 甲殻 等脚 ｺﾂﾌﾞﾑｼ ｲｿｺﾂﾌﾞﾑｼ属 Gnorimosphaeroma sp. ○ ○ ○
194 節足動物 甲殻 等脚 ｳｵﾉｴ － Aegathoa sp. ○
195 節足動物 甲殻 端脚 ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ ｸﾋﾞﾅｶﾞｽｶﾞﾒ Ampelisca brevicornis ○ ○ ○ ○
- 節足動物 甲殻 端脚 ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ属 Ampelisca sp. ○ ○

196 節足動物 甲殻 端脚 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ ｽﾅｶｷｿｺｴﾋﾞ属 Harpiniopsis sp. ○ ○ ○
197 節足動物 甲殻 端脚 ｲｼｸﾖｺｴﾋﾞ ｲｼｸﾖｺｴﾋﾞ科 Isaeidae ○ ○
198 節足動物 甲殻 端脚 ﾏﾙｿｺｴﾋﾞ ﾏﾙｿｺｴﾋﾞ属 Urothoe sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
199 節足動物 甲殻 端脚 ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ属 Monoculodes sp. ○ ○ ○ ○
200 節足動物 甲殻 端脚 ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ ｶﾝﾌｰｿｺｴﾋﾞ属 Perioculodes sp. ○ ○
201 節足動物 甲殻 端脚 ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ ｻﾝﾊﾟｸｿｺｴﾋﾞ属 Synchelidium sp. ○ ○
- 節足動物 甲殻 端脚 ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ科 Oedicerotidae ○

202 節足動物 甲殻 端脚 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属 Melita sp. ○ ○
203 節足動物 甲殻 端脚 ﾊﾏﾄﾋﾞﾑｼ ﾋﾒﾊﾏﾄﾋﾞﾑｼ Platorchestia platensis ○ ○
- 節足動物 甲殻 端脚 ﾊﾏﾄﾋﾞﾑｼ ﾋﾒﾊﾏﾄﾋﾞﾑｼ属 Platorchestia sp. ○

204 節足動物 甲殻 端脚 ﾊﾏﾄﾋﾞﾑｼ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾏﾄﾋﾞﾑｼ Trinorchestia trinitatis ○
205 節足動物 甲殻 端脚 ﾊﾏﾄﾋﾞﾑｼ ｽﾅﾊﾏﾄﾋﾞﾑｼ属 Talorchestia sp. ○
- 節足動物 甲殻 端脚 ﾊﾏﾄﾋﾞﾑｼ ﾊﾏﾄﾋﾞﾑｼ科 Talitridae ○ ○ ○ ○

206 節足動物 甲殻 端脚 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ属 Hyale sp. ○ ○
207 節足動物 甲殻 端脚 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ ﾆﾎﾝﾄﾞﾛｿｺｴﾋﾞ Grandidierella japonica ○ ○ ○ ○
- 節足動物 甲殻 端脚 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ ﾄﾞﾛｿｺｴﾋﾞ属 Grandidierella sp. ○ ○
- 節足動物 甲殻 端脚 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ科 Aoridae ○

208 節足動物 甲殻 端脚 ｲｼｸﾖｺｴﾋﾞ ｿｺｴﾋﾞ属 Ganmmaropsis sp. ○
209 節足動物 甲殻 端脚 ｲｼｸﾖｺｴﾋﾞ ｶﾏｶﾖｺｴﾋﾞ属 Kamaka sp. ○ ○
210 節足動物 甲殻 端脚 ｲｼｸﾖｺｴﾋﾞ ｸﾀﾞｵｿｺｴﾋﾞ属 Photis sp. ○ ○
211 節足動物 甲殻 端脚 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 Ampithoe sp. ○ ○ ○
212 節足動物 甲殻 端脚 ｱｵﾗ ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ属 Aoroides sp. ○
213 節足動物 甲殻 端脚 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ ﾄﾞﾛｿｺｴﾋﾞ属 Grandidierella sp. ○
214 節足動物 甲殻 端脚 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ ﾎｿﾂﾂﾑｼ Cerapus tubularis ○
215 節足動物 甲殻 端脚 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ ﾆﾎﾝﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ Corophium volutator japonica ○ ○ ○
- 節足動物 甲殻 端脚 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 Corophium sp. ○ ○ ○ ○

216 節足動物 甲殻 端脚 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ Ericthonius pugnax ○ ○
- 節足動物 甲殻 端脚 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ属 Ericthonius sp. ○

№

 
 注１：同定結果が属や科止まりの種については、過去にその属や科の生物が出現していない場合のみ１種として計数した。 
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表 6-3-3-1(8) 出現種の経年変化   （８／１１） 
分類群 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度

門 綱 目 科 和名 学名 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種
- 節足動物 甲殻 端脚 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ科 Corophiidae ○

217 節足動物 甲殻 端脚 ｴﾝﾏﾖｺｴﾋﾞ ﾄｹﾞﾎﾎﾖｺｴﾋﾞ属 Paradexamine  sp. ○
218 節足動物 甲殻 端脚 ﾜﾚｶﾗ ﾜﾚｶﾗ属 Caprella sp. ○ ○
219 節足動物 甲殻 十脚 ｸﾙﾏｴﾋﾞ ｼﾊﾞｴﾋﾞ Metapenaeus joyneri ○ ○ ○ ○
220 節足動物 甲殻 十脚 ｸﾙﾏｴﾋﾞ ﾖｼｴﾋﾞ Metapenaeus ensis ○ ○
221 節足動物 甲殻 十脚 ｸﾙﾏｴﾋﾞ ｸﾙﾏｴﾋﾞ Penaeus japonicus ○
222 節足動物 甲殻 十脚 ｸﾙﾏｴﾋﾞ ｸﾏｴﾋﾞ Penaeus semisulcatus ○
223 節足動物 甲殻 十脚 ｸﾙﾏｴﾋﾞ ｳｼｴﾋﾞ Penaeus monodon ○
- 節足動物 甲殻 十脚 ｸﾙﾏｴﾋﾞ ｸﾙﾏｴﾋﾞ科 Penaeidae ○ ○ ○ ○ ○ ○

224 節足動物 甲殻 十脚 ｻｸﾗｴﾋﾞ ｱｷｱﾐ Acetes japonicus ○ ○ ○ ○
225 節足動物 甲殻 十脚 ｵｷｴﾋﾞ ｶﾄﾞｿｺｼﾗｴﾋﾞ Leptochela pugnax ○
226 節足動物 甲殻 十脚 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ Alpheus euphrosyne richardsoni ○ ○ ○ ○
227 節足動物 甲殻 十脚 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ Alpheus brevicristatus ○ ○ ○
228 節足動物 甲殻 十脚 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ｲｿﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ Alpheus lobidens ○
- 節足動物 甲殻 十脚 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 Alpheus sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○

229 節足動物 甲殻 十脚 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ｾｼﾞﾛﾑﾗｻｷｴﾋﾞ Athanas japonicus ○ ○ ○
- 節足動物 甲殻 十脚 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ﾑﾗｻｷｴﾋﾞ属 Athanas sp. ○ ○ ○ ○
- 節足動物 甲殻 十脚 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ科 Alpheidae ○ ○

230 節足動物 甲殻 十脚 ﾂﾉﾒｴﾋﾞ ﾂﾉﾒｴﾋﾞ Ogyrides orientalis ○ ○ ○
231 節足動物 甲殻 十脚 ﾓｴﾋﾞ ﾓｴﾋﾞ科 Hyppolytidae ○
232 節足動物 甲殻 十脚 ﾛｳｿｸｴﾋﾞ ﾊﾔｼﾛｳｿｸｴﾋﾞ Processa sulcata ○
- 節足動物 甲殻 十脚 ﾛｳｿｸｴﾋﾞ ﾛｳｿｸｴﾋﾞ属 Processa sp. ○ ○

233 節足動物 甲殻 十脚 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ ｼﾗﾀｴﾋﾞ Exopalaemon orientis ○ ○ ○ ○ ○ ○
234 節足動物 甲殻 十脚 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Macrobrachium nipponense ○ ○ ○
235 節足動物 甲殻 十脚 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ ｲｿｽｼﾞｴﾋﾞ Palaemon pacificus ○ ○
236 節足動物 甲殻 十脚 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ ﾕﾋﾞﾅｶﾞｽｼﾞｴﾋﾞ Palaemon paucidens ○ ○ ○
237 節足動物 甲殻 十脚 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ ｽｼﾞｴﾋﾞﾓﾄﾞｷ Palaemon serrifer ○ ○ ○
- 節足動物 甲殻 十脚 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ科 Palaemonidae ○

238 節足動物 甲殻 十脚 ｴﾋﾞｼﾞｬｺ ｴﾋﾞｼﾞｬｺ Crangon affinis ○ ○ ○
239 節足動物 甲殻 十脚 ｴﾋﾞｼﾞｬｺ － Crangon uritai ○ ○ ○
- 節足動物 甲殻 十脚 ｴﾋﾞｼﾞｬｺ ｴﾋﾞｼﾞｬｺ属 Crangon sp. ○ ○ ○ ○

240 節足動物 甲殻 十脚 ｱﾅｴﾋﾞ ｱﾅｴﾋﾞ科 Axiidae ○
241 節足動物 甲殻 十脚 ﾊｻﾐｼｬｺｴﾋﾞ ﾊｻﾐｼｬｺｴﾋﾞ Laomedia astacina ○ ○ ○ ○
242 節足動物 甲殻 十脚 ｱﾅｼﾞｬｺ ｱﾅｼﾞｬｺ Upogebia major ○
243 節足動物 甲殻 十脚 ｱﾅｼﾞｬｺ ﾖｺﾔｱﾅｼﾞｬｺ Upogebia yokoyai ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 節足動物 甲殻 十脚 ｱﾅｼﾞｬｺ ｱﾅｼﾞｬｺ属 Upogebia sp. ○ ○ ○ ○ ○
- 節足動物 甲殻 十脚 ｱﾅｼﾞｬｺ ｱﾅｼﾞｬｺ科 Upogebiidae ○

244 節足動物 甲殻 十脚 ｽﾅﾓｸﾞﾘ ﾆﾎﾝｽﾅﾓｸﾞﾘ Callianassa japonica ○ ○ ○ ○
245 節足動物 甲殻 十脚 ｽﾅﾓｸﾞﾘ ｽﾅﾓｸﾞﾘ Callianassa petalura ○
- 節足動物 甲殻 十脚 ｽﾅﾓｸﾞﾘ ｽﾅﾓｸﾞﾘ属 Callianassa sp. ○ ○ ○ ○ ○

№

 
 注１：同定結果が属や科止まりの種については、過去にその属や科の生物が出現していない場合のみ１種として計数した。 

注２：太字は希少種を示す。 
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表 6-3-3-1(9) 出現種の経年変化   （９／１１） 
分類群 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度

門 綱 目 科 和名 学名 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種
- 節足動物 甲殻 十脚 ｽﾅﾓｸﾞﾘ ｽﾅﾓｸﾞﾘ科 Callianassidae ○

246 節足動物 甲殻 十脚 ｺｼｵﾘｴﾋﾞ ｺｼｵﾘｴﾋﾞ科 Galatheidae ○
247 節足動物 甲殻 十脚 ﾔﾄﾞｶﾘ ﾄｹﾞﾄｹﾞﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ Diogenes spinifrons ○ ○
- 節足動物 甲殻 十脚 ﾔﾄﾞｶﾘ ﾔﾄﾞｶﾘ科 Diogenidae ○

248 節足動物 甲殻 十脚 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ﾕﾋﾞﾅｶﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ Pagurus minutus ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 節足動物 甲殻 十脚 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ属 Pagurus sp. ○
- 節足動物 甲殻 十脚 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ科 Paguridae ○

249 節足動物 甲殻 十脚 ｶﾆﾀﾞﾏｼ ﾌﾄｳﾃﾞﾈｼﾞﾚｶﾆﾀﾞﾏｼ Pisidia serratifrons ○
250 節足動物 甲殻 十脚 ｸﾀﾞﾋｹﾞｶﾞﾆ ｸﾀﾞﾋｹﾞｶﾞﾆ Albunea symnista ○
251 節足動物 甲殻 十脚 ﾍｲｹｶﾞﾆ ﾍｲｹｶﾞﾆ Neodorippe japonica ○
252 節足動物 甲殻 十脚 ﾋｼｶﾞﾆ ﾋｼｶﾞﾆ科 Parthenopidae ○ ○
253 節足動物 甲殻 十脚 ｶﾗｯﾊﾟ ｱﾐﾒｷﾝｾﾝｶﾞﾆ Matuta planipes ○ ○ ○ ○
254 節足動物 甲殻 十脚 ｶﾗｯﾊﾟ ｷﾝｾﾝｶﾞﾆ Matuta victor ○ ○ ○
255 節足動物 甲殻 十脚 ｸﾓｶﾞﾆ ｲｯｶｸｸﾓｶﾞﾆ Pyromaia tuberculata ○
256 節足動物 甲殻 十脚 ｸﾓｶﾞﾆ ﾖﾂﾊﾓｶﾞﾆ Pugettia quadridens quadridens ○
257 節足動物 甲殻 十脚 ｺﾌﾞｼｶﾞﾆ ﾏﾒｺﾌﾞｼｶﾞﾆ Philyra pisum ○ ○ ○ ○ ○ ○
258 節足動物 甲殻 十脚 ｺﾌﾞｼｶﾞﾆ ﾋﾗｺﾌﾞｼ Philyra syndactyla ○ ○
- 節足動物 甲殻 十脚 ｺﾌﾞｼｶﾞﾆ ﾏﾒｺﾌﾞｼｶﾞﾆ属 Philyra sp. ○

259 節足動物 甲殻 十脚 ｲﾁｮｳｶﾞﾆ ｲﾎﾞｲﾁｮｳｶﾞﾆ Cancer gibbosulus ○ ○
260 節足動物 甲殻 十脚 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ ﾌﾀﾎｼｲｼｶﾞﾆ Charybdis bimaculata ○
261 節足動物 甲殻 十脚 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ ｲｼｶﾞﾆ Charybdis japonica ○ ○ ○ ○
- 節足動物 甲殻 十脚 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ ｲｼｶﾞﾆ属 Charybdis sp. ○

262 節足動物 甲殻 十脚 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ ｶﾞｻﾞﾐ Portunus trituberculatus ○ ○ ○ ○
263 節足動物 甲殻 十脚 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ ﾀｲﾜﾝｶﾞｻﾞﾐ Portunus pelagicus ○ ○ ○
- 節足動物 甲殻 十脚 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ ｶﾞｻﾞﾐ属 Portunus sp. ○

264 節足動物 甲殻 十脚 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ ﾉｺｷﾞﾘｶﾞｻﾞﾐ Scylla serrata ○
- 節足動物 甲殻 十脚 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ ﾉｺｷﾞﾘｶﾞｻﾞﾐ属 Scylla sp. ○
- 節足動物 甲殻 十脚 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ ﾜﾀﾘｶﾞﾆ科 Portunidae ○

265 節足動物 甲殻 十脚 ｶｸﾚｶﾞﾆ ﾖｺﾅｶﾞﾓﾄﾞｷ Asthenognathus inaequipes ○
266 節足動物 甲殻 十脚 ｶｸﾚｶﾞﾆ ﾗｽﾊﾞﾝﾏﾒｶﾞﾆ Pinnixa rathbuni ○ ○ ○ ○ ○
- 節足動物 甲殻 十脚 ｶｸﾚｶﾞﾆ ﾏﾒｶﾞﾆ属 Pinnixa sp. ○

267 節足動物 甲殻 十脚 ｶｸﾚｶﾞﾆ ﾌﾀﾊﾋﾟﾝﾉ Pinnotheres bidentatus ○ ○ ○ ○
268 節足動物 甲殻 十脚 ｶｸﾚｶﾞﾆ ｶｷﾞﾂﾒﾋﾟﾝﾉ Pinnotheres pholadis ○ ○
269 節足動物 甲殻 十脚 ｶｸﾚｶﾞﾆ ｵｵｼﾛﾋﾟﾝﾉ Pinnotheres sinensis ○
270 節足動物 甲殻 十脚 ｶｸﾚｶﾞﾆ ｳﾓﾚﾏﾒｶﾞﾆ Pseudopinnixa carinata ○ ○ ○ ○
271 節足動物 甲殻 十脚 ｶｸﾚｶﾞﾆ ｵﾖｷﾞﾋﾟﾝﾉ Tritodynamia horvathi ○
- 節足動物 甲殻 十脚 ｶｸﾚｶﾞﾆ ｶｸﾚｶﾞﾆ科 Pinnotheridae ○

272 節足動物 甲殻 十脚 ｽﾅｶﾞﾆ ﾑﾂﾊｱﾘｱｹｶﾞﾆ Camptandrium sexdentatum ○ ○ ○ ○ ○ ○
273 節足動物 甲殻 十脚 ｽﾅｶﾞﾆ ﾁｺﾞｶﾞﾆ Ilyoplax pusilla ○ ○ ○ ○ ○ ○
274 節足動物 甲殻 十脚 ｽﾅｶﾞﾆ ｵｻｶﾞﾆ Macrophthalmus abbreviatus ○ ○ ○ ○ ○ ○

№

 
 注１：同定結果が属や科止まりの種については、過去にその属や科の生物が出現していない場合のみ１種として計数した。 

注２：太字は希少種を示す。また、指標種は水色で示した。 
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表 6-3-3-1(10) 出現種の経年変化   （１０／１１） 
分類群 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度

門 綱 目 科 和名 学名 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種
275 節足動物 甲殻 十脚 ｽﾅｶﾞﾆ ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ Macrophthalmus japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 節足動物 甲殻 十脚 ｽﾅｶﾞﾆ ｵｻｶﾞﾆ属 Macrophthalmus sp. ○ ○ ○ ○

276 節足動物 甲殻 十脚 ｽﾅｶﾞﾆ ｽﾅｶﾞﾆ Ocypoda stimpsoni ○ ○ ○ ○ ○
277 節足動物 甲殻 十脚 ｽﾅｶﾞﾆ ｱﾘｱｹﾓﾄﾞｷ Paracleistostoma cristatum ○ ○ ○ ○ ○
278 節足動物 甲殻 十脚 ｽﾅｶﾞﾆ ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ Scopimera globosa ○ ○ ○ ○ ○ ○
279 節足動物 甲殻 十脚 ｽﾅｶﾞﾆ ｼｵﾏﾈｷ Uca arcuata ○ ○ ○ ○ ○ ○
280 節足動物 甲殻 十脚 ｽﾅｶﾞﾆ ﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ Uca lactea ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 節足動物 甲殻 十脚 ｽﾅｶﾞﾆ ｽﾅｶﾞﾆ科 Ocypodidae ○

281 節足動物 甲殻 十脚 ｲﾜｶﾞﾆ ﾄﾘｳﾐｱｶｲｿﾓﾄﾞｷ Acmaeopleura toriumii ○ ○ ○ ○ ○
- 節足動物 甲殻 十脚 ｲﾜｶﾞﾆ ﾋﾒｱｶｲｿｶﾞﾆ属 Acmaeopleura sp. ○

282 節足動物 甲殻 十脚 ｲﾜｶﾞﾆ ﾊﾏｶﾞﾆ Chasmagnathus convexus ○ ○ ○
283 節足動物 甲殻 十脚 ｲﾜｶﾞﾆ ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ Eriocheir japonicus ○ ○ ○ ○
284 節足動物 甲殻 十脚 ｲﾜｶﾞﾆ ﾋﾗｲｿｶﾞﾆ Gaetice depressus ○
285 節足動物 甲殻 十脚 ｲﾜｶﾞﾆ ﾋﾒｱｼﾊﾗｶﾞﾆ Helice japonica ○ ○ ○ ○ ○
286 節足動物 甲殻 十脚 ｲﾜｶﾞﾆ ｱｼﾊﾗｶﾞﾆ Helice tridens ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 節足動物 甲殻 十脚 ｲﾜｶﾞﾆ ｱｼﾊﾗｶﾞﾆ属 Helice sp. ○ ○ ○ ○ ○

287 節足動物 甲殻 十脚 ｲﾜｶﾞﾆ ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ Hemigrapsus penicillatus ○ ○ ○ ○ ○ ○
288 節足動物 甲殻 十脚 ｲﾜｶﾞﾆ ﾋﾒｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ Hemigrapsus sinensis ○ ○
289 節足動物 甲殻 十脚 ｲﾜｶﾞﾆ ﾀｶﾉｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ Hemigrapsus takanoi ○ ○ ○ ○
- 節足動物 甲殻 十脚 ｲﾜｶﾞﾆ ｲｿｶﾞﾆ属 Hemigrapsus sp. ○ ○ ○ ○

290 節足動物 甲殻 十脚 ｲﾜｶﾞﾆ ｸﾛﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ Chiromantes dehaani ○
291 節足動物 甲殻 十脚 ｲﾜｶﾞﾆ ｱｶﾃｶﾞﾆ Chiromantes haematocheir ○ ○ ○ ○ ○
292 節足動物 甲殻 十脚 ｲﾜｶﾞﾆ ｳﾓﾚﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ Clistocoeloma sinense ○ ○ ○
293 節足動物 甲殻 十脚 ｲﾜｶﾞﾆ ﾕﾋﾞｱｶﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ Parasesarma acis ○ ○ ○ ○ ○ ○
294 節足動物 甲殻 十脚 ｲﾜｶﾞﾆ ｶｸﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ Parasesarma pictum ○ ○ ○ ○
295 節足動物 甲殻 十脚 ｲﾜｶﾞﾆ ｸｼﾃｶﾞﾆ Parasesarma plicatum ○ ○ ○ ○ ○ ○
296 節足動物 甲殻 十脚 ｲﾜｶﾞﾆ ﾌﾀﾊﾞｶｸｶﾞﾆ Perisesarma bidens ○ ○ ○ ○ ○
297 節足動物 甲殻 十脚 ｲﾜｶﾞﾆ ﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ Sesarmops intermedius ○
- 節足動物 甲殻 十脚 ｲﾜｶﾞﾆ ｲﾜｶﾞﾆ科 Grapsidae ○ ○ ○
- 節足動物 甲殻 十脚 － 短尾下目(ﾒｶﾞﾛﾊﾟ期幼生) Brachyura (megalopa) ○ ○ ○ ○ ○

298 節足動物 唇脚 ｼﾞﾑｶﾃﾞ － ｼﾞﾑｶﾃﾞ目 Geophilomorpha ○
299 節足動物 昆虫 双翅 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科(幼生) Tipulidae (larva) ○
300 節足動物 昆虫 双翅 ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科 Dolichopodidae ○ ○ ○ ○
- 節足動物 昆虫 双翅 － 双翅目(幼虫) Diptera (larva) ○
- 節足動物 昆虫 双翅 － 双翅目(蛹) Diptera (pupa) ○

301 棘皮動物 蛇尾 閉蛇尾 ﾁﾋﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ － Ophiactis sp. ○
302 棘皮動物 蛇尾 閉蛇尾 ｽﾅｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｶｷｸﾓﾋﾄﾃﾞ Amphioplus japonicus ○
- 棘皮動物 蛇尾 閉蛇尾 ｽﾅｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｽﾅｸﾓﾋﾄﾃﾞ科 Amphiuridae ○

303 棘皮動物 蛇尾 閉蛇尾 ｸｼﾉﾊｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸｼﾉﾊｸﾓﾋﾄﾃﾞ Ophiura kinbergi ○
304 棘皮動物 海星 顕帯 ﾓﾐｼﾞｶﾞｲ ﾓﾐｼﾞｶﾞｲ属 Astropecten sp. ○

№

 
 注１：同定結果が属や科止まりの種については、過去にその属や科の生物が出現していない場合のみ１種として計数した。 

注２：太字は希少種を示す。また、指標種は水色で示した。 
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表 6-3-3-1(11) 出現種の経年変化   （１１／１１） 
分類群 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度

門 綱 目 科 和名 学名 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種
305 棘皮動物 海星 ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ Asterias amurensis ○ ○
306 棘皮動物 海胆 ﾎﾝｳﾆ ｻﾝｼｮｳｳﾆ ｻﾝｼｮｳｳﾆ Temnopleurus toreumaticus ○
307 棘皮動物 海鼠 無足 ｲｶﾘﾅﾏｺ ｳﾁﾜｲｶﾘﾅﾏｺ Labidoplax dubia ○ ○
308 棘皮動物 海鼠 無足 ｲｶﾘﾅﾏｺ ﾄｹﾞｲｶﾘﾅﾏｺ Protankyra bidentata ○ ○
- 棘皮動物 海鼠 無足 ｲｶﾘﾅﾏｺ ｲｶﾘﾅﾏｺ科 Synaptidae ○

309 半索動物 ｷﾞﾎﾞｼﾑｼ 腸鰓 ｷﾞﾎﾞｼﾑｼ ｵｵｷﾞﾎﾞｼﾑｼ属 Balanoglossus  sp. ○
種　類　数 合 計 67 97 105 156 205 201

№

 
 

 

注１：同定結果が属や科止まりの種については、過去にその属や科の生物が出現していない場合のみ１種として計数した。 

注２：太字は希少種を示す。 
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6-4  底生生物調査のまとめ 

(1) 平成 20 年度調査結果 

・ 平成 20 年度に確認された底生生物は 9 門 210 種であり、うち、干潟上でのみ確認さ

れた生物は 73 種、干潟周辺河床域でのみ確認された生物は 96 種であり、41 種が干

潟上、周辺河床の両方で確認された。また、平成 20 年度新規に確認された種は 40

種であった。 

・ 指標種調査で確認された表在性の底生生物は、砂分主体である河口干潟では、コメツ

キガニが最も多く確認された。その他の出現種としては砂泥域でフトヘナタリガイが、

澪筋周辺のやや泥分が高い地域ではチゴガニが多かった。また、河口干潟のヨシ原で

は、シオマネキ、ヘナタリガイ、ヒロクチカノコガイが確認され、ハクセンシオマネ

キがヨシ原縁部で局所的に確認された。 

・ 指標種調査で確認された表在性の底生生物は、砂泥分が主体の住吉干潟では、ヨシ原

縁部の砂泥域に生息するチゴガニが最も多く確認された。その他の出現種としては、

潮間帯の砂泥域でヤマトオサガニが、潮間帯の砂質域ではコメツキガニが多数確認さ

れた。ヨシ原内ではシオマネキ、ヒロクチカノコガイ、クシテガニがヨシ原内の広範

囲で確認され、ハクセンシオマネキもヨシ原内およびヨシ原縁部で多数確認された。 

・ ヨシ原調査で確認されたカワザンショウは 4種であり、カワザンショウ、ヒラドカワ

ザンショウが多数確認された。なお、平成 19 年度と比べて確認個体数は少なかった。 

・ カニ籠によるガザミ類採取では、イシガニ、ガザミ、イシガニ属が確認された。また、

ガザミ、イシガニ類は魚類調査において、河口干潟と住吉干潟グランド横の干潮位付

近の各所で確認された。 

・ 定量調査で確認された底生生物は、河口干潟では 58 種が確認され、マルソコエビ属、

トリウミアカイソモドキ、スナモグリ属等の個体数が多かった。 

・ 定量調査で確認された底生生物は、住吉干潟では 45 種が確認され、エドガワミズゴ

マツボ、スナモグリ属等の個体数が多かった。 

・ 干潟周辺河口域の浅海域河床底質調査点では 51 種、ウモレマメガニ分布調査ではウ

モレマメガニを含む 142 種の底生生物が確認され、アシナガギボシイソメ、ホトトギ

スガイ、ケンサキスピオ等の個体数が多かった。 

・ ウモレマメガニは、河床域の２地点で全４個体が確認された。なお、過去の調査結果

および周辺地域の調査結果から、ウモレマメガニは干潮位から DL-1ｍの範囲の砂質

の場所を好む傾向があると推定される。 

・ 表在性の指標種のうち、シオマネキ、ヤマトオサガニ等は干潟上での分布が確認され、

顕著な分布範囲の減少、分布位置の変化は認められない。 

・ 河口干潟に分布するフトヘナタリガイ、ヘナタリガイ、ヒロクチカノコガイの分布範

囲は、平成 20 年度はやや小さかった。 

・ 希少種は、毎年 20～40 種類程度が記録されたが、平成 20 年度は 38 種類が確認され

た。 

(2) 平成 21 年度調査時の留意点 

平成 20 年度の調査結果では、指標種のうち表在性のホソウミニナ、埋在性のイトメが

確認されず、ソトオリガイも干潟上では確認されなかった。また、河口干潟において、

ヘナタリガイ、フトヘナタリガイ、ヒロクチカノコガイの分布範囲が、過去の調査に比

べてやや減少する傾向がみられた。今後の調査ではこれらの生物の出現状況に注意を払

う必要がある。また、今回個体数が少なかったヨシ原内のカワザンショウ類についても

併せて生息状況に留意する必要があると考える。 
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